
0 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度 

通常総会議案書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 6月 6日 

（新型コロナウイルスのため総会は書面評決にて実施） 

一般社団法人日本ドローン活用推進機構 

 

 

 

  



1 

 

目 次 

1. 議事録署名人の指名 

2. 議長の選出 

3. 議事 

（1） 第一号議案  令和元年度事業報告 収支決算報告及び監査結果報告 

（2） 第二号議案  令和２年度事業計画及び収支予算 

（3） 第三号議案  役員の選任及び解任 

（4） 第四号議案  定款の変更 

4. 報告事項 

① 事務局体制について 

② 各分科会活動状況について 

ア. 密漁防止研究分科会 

イ. 農業推進研究分科会 

ウ. 防災推進研究分科会 

エ. ドローン活用分科会 

オ. 警備及び装備品等活用研究分科会 

 

③ YouTube事業「JDUITV放送局」開局について 

④ クラウドファンディング事業の状況について 

⑤ その他（新聞記事等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2 

 

第一号議案 令和元年度事業報告 収支決算報告及び監査結果報告 

（１） 事業報告 
当法人は、令和元年１１月に設立総会を開催し、中小零細企業の有志によって設立されました。設立されて１

年も経過していませんが、密漁防止研究分科会、農業推進研究分科会、ドローン活用分科会などの分科会活

動を通して積極的に、ドローンワークショップ、農業用ドローン実演会やキャラクターコンテストなど会員、関

係各位のご支援、ご協力をもって活発に活動してきました。活動実績の積み重ねと、川内町漁業協同組合の

ご協力のもと、密漁防止研究分科会のオブザーバーとして、「青森県」、「むつ市」、「青森県漁業協同組合連合

会」、「むつ湾漁業振興会」に参加していただき、密漁防止ドローン開発に向けた実証実験事業の準備を進め

ました。その取組みを各報道機関に取材をしていただき、新聞への掲載やTVのニュースで報道されるなど、

多くの方へ JDUIが周知されると共に、応援、協力いただける企業、団体、個人の方が増えてまいりました。 

また、国土交通大臣政務官 和田政宗 参議院議員とも懇談し、ドローンを活用したビジネスモデルの構築に

向けた理解も頂き、JDUIとして所管庁との連携も密になったと感じています。 

本年度は、新型コロナウイルスによる社会制度の転換を地域の大きな課題として取り組む必要に迫られ、地

方での IoT の現実的な活用が社会的課題になり、ドローンの活用も必要に迫られる時代になったと考えま

す。 

合わせて、「純国産ドローン研究開発プロジェクト」を発足させ、自治体や企業、研究機関と連携し、安心安全

安価に楽しく利用できるドローンを生産すべく、JDUI 一丸となって実現に向けて挑戦して行くと共に、ドロ

ーンを活用したビジネスモデル構築を目指します。 

今後とも JDUI会員企業の連携、交流を図りつつ、有益な情報共有など、法人の組織強化を図りながら会員

の皆様と共に活動していきたいと思います。簡単では御座いますが、ご指導、ご協力いただきました関係各

位に厚く御礼申し上げると共に、令和元年度の事業報告といたします。 

 

事業名 事 業 内 容 
実施 

月日 

実施 

場所 

受益 

対象者 

トイドローン 

体験会事業 

ドローンを活用したプログラミング

の方法や簡単な操作方法を家族や

子供向けに普及させていく。 

令和２年１月 18日 

令和２年 1月 20日 

令和２年 2月 16日 

令和２年 3月 8日 

青森市 

弘前市 

つがる市 

合計 

33名 

ワークショップ

事業 

ドローンを飛ばしての写真・動画撮

影の体験と、撮影データの頒布 
令和２年 2月 15日 

黒石市 

「松の湯交

流館」 

10名 

ドローン法務 

セミナー事業 

ドローンを飛行させるにあたり必

要な許認可手続き、法律知識につ

いての講座を開催した。 

令和２年１月２６日 

青森市 

「荒川市民

センター」 

7名 

農業用 

ドローン実演会 

農業用ドローンを使用した農薬散

布実演及び勉強会を開催した。 
令和 2年 3月 8日 

つがる市

「かさい農場」 
53名 

レーザー 

ドローン実演会 

ドローンメーカーを招いたレーザ

ードローンの飛行デモ及び製品概

要説明会の開催 

令和２年 3月 17日 

青森市 

「はまなす

会館」 

19名 

ドローン 

体験会事業 

JDUI の設立に向けて法人活動の

告知広報やドローンの普及促進を

目的に体験会を開催した。 

令和元年１０月１７日 
青森市 

「新町キューブ」 
48名 
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貸借対照表  

令和 2年 3月 31日現在                （単位：円） 

資産の部 負債の部 

科目 金額 科目 金額 

【流動資産】   【流動負債】   

現金  買掛金   

預金 131,812 借入金 485,606 

売掛金   預り金   

商品   未払金 242,300 

前払費用   前受金 80,000 

   【固定負債】   

【固定資産】   長期借入金   

（有形固定資産）       

備品   負債合計 807,906 

（無形固定資産）   

 
 

   純資産の部 

    科目 金額 

【投資その他の資産】   【株主資本】   

出資金   資本金   

保険積立金       

   剰余金   

【繰延資産】     次期繰越損失 676,094 

   資本合計 -676,094 

資  産  合  計 131,812 負債・資本合計 131,812 
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損益計算書 

自：令和元年 11月 28日 

至：令和 2年 3月 31日 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

科 目 金 額 

［売   上   高］    

 売上高                 66,000    

 会費収入                440,000   

その他の収入 30,300  536,300 

［売  上  原  価］    

 仕入高   63,437  

売 上 総 利 益   472,863  

［販売費及び一般管理費］   1,249,835  

営  業  利  益  -776,972  

［営 業 外 収 益］    

 受取利息    

 雑収入 100,878  100,878  

［営 業 外 費 用］     

 支払利息     

 雑損失   0  

経 常 利 益   -676,094  

［特別利益］   0  

［特別損失］   0  

税引前当期純利益   -676,094  

法人税等     

当期純利益     
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販売費及び一般管理費 

自 ： 令和元年１１月２８日 

至 ： 令和 2年３月 31日 

（ 単位：円 ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

科       目 金        額 

通信費                      63,343  

広告宣伝費                      59,796  

旅費交通費                      96,937  

事務用品費                      18,904  

租税公課                      １１４，３５０  

接待交際費                     96,447  

保険料                     6,130  

消耗品費                      165,644  

会議費                      21,176  

賃借料                      68,905  

支払手数料                        98,500  

謝金                      220,000  

雑費                     219,703  

                      

合       計  1,249,835   
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監査報告書 

 

 

一般社団法人日本ドローン活用推進機構  代表理事  川村 智  殿  

  

 

 

一般社団法人日本ドローン活用推進機構の計算書類、会計帳簿、証憑書類等を監査した結果、その内容は適

切なものと認め、ここに証明いたします。  

  

 

 

 

 

令和 ２ 年 ６ 月 ２ 日  
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第二号議案 令和２年度事業計画及び収支予算 

① 事業計画書 

事業名 事業内容 実施月日 
実施 

場所 

受益 

対象者 
支出額（円） 

ワークショップ 

事業 

ドローンを活用したプログラミ

ングの方法や簡単な操作方法

を家族や子供向けに普及させ

ていく 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県内 

東京都内 

一般市民 

約 100名 
500,000 

ドローン法務 

セミナー事業 

ドローンを飛行させるにあたり

必要な許認可手続き、法律知識

についての講座を開催する。 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県内 

東京都内 

一般市民 

約 50名 
200,000 

ドローン 

スクール事業 

より専門的なドローンの飛行技

術について技術を学ぶ講座を

開催する 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県内 
一般市民 

約 100名 
800,000 

研究分科会 

各５つの分野ごとにドローンを

活用した研究、実証実験、勉強

会を開催する。 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県内 

東京都内 

会  員 

約 50名 
300,000 

ドローン 

体験会事業 

農業用ドローンの普及促進、販

売を目的に体験会を開催する。 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県内 

秋田県内 

一般市民 

約 200名 
100,000 

密漁防止用 

ドローン 

実証実験事業 

川内町漁業協同組合と連携して

密漁用ドローン開発のための実

証実験を行う。 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県 

むつ市 

漁  業 

関係者等 
200,000,000 

警備等活用 

ドローン 

開発研究事業 

純国産ドローンを開発し、警備

等の他国に情報流失しないドロ

ーン開発を関係機関と連携して

実施する。 

令和２年４月 

～ 

令和３年３月まで 

青森県内

及び 

アメリカ 

合衆国 

防衛省 

海上保安庁 

警察庁 

200,000,000 
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② 収支予算案 

科   目 金   額 （単位：円） 

（資金収支の部）    

Ⅰ 経常収入の部    

 １ 会費・入会金収入    

  会費収入 670,000   

 ２ 事業収入    

  

ワークショップ事業 

ドローン法務セミナー事業 

ドローンスクール事業 

ドローン体験会 

その他収入 

600,000 

300,000 

2,500,000 

150,000 

200,000 

  

 ３ 寄附金等収入 26,000,000   

 4  補助金等 370,000,000   

   経常収入合計 (A)   400,420,000 

Ⅱ 経常支出の部    

 １ 事業費    

  

ワークショップ事業 

ドローン法務セミナー事業 

ドローンスクール事業 

研究分科会事業費 

ドローン体験会事業 

密漁用ドローン実証実験事業 

警備用ドローン研究開発事業 

500,000 

200,000 

800,000 

300,000 

100,000 

200,000,000 

200,000,000 

 

 

 

 

 

 

401,900,000 

 

 ２ 管理費    

  

事務局費(人件費含む) 

会議費  

備品・消耗品費 

予備費 

2,500,000 

200,000 

200,000 

200,000  

 

 

 

3,100,000 

 

 経常支出合計 (B)   405,000,000 

 経常収支差額  (C)＝(A)－(B)   458,000 

Ⅲ その他資金収入の部    

 １ 固定資産売却収入 0   

 ２ 借入金収入 0   

 その他資金収入合計 (D)   0 

Ⅳ その他資金支出の部    

 １ その他資金支出合計 (E)    0 

当期収支差額 (F)＝(C)＋(D)－(E)    458,000 

前期繰越収支差額 (G)    0 

次期繰越収支差額 (F)＋(G)   458,000 
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第三号議案 

役員の選任及び解任 

 

No 役 職 氏 名 備  考 

1 会 長 深川 友貴 
元Ｊリーガー(セレッソ大阪・コンサドーレ札幌・水戸ホーリーホック) 

深友企画 代表 

2 
代 表 理 事 

密漁防止研究分科会 副会長 
川村 智 

㈱青い森地域総合研究所 代表取締役社長 

行政書士川村まさる事務所 所長 

3 
副代表理事 

ドローン活用分科会 会長 
髙橋 美紀子 

株式会社孫内あつしクレヨン工房 取締役 

黒石市バスケットボール協会 理事長 

青森県倫理法人会 副幹事長 ／ 前黒石市議会議員 

4 

常務理事  

本部事務局次長 地域連携担当 

ドローン活用分科会 副会長 

石岡 有佳子 
ａｒｔｓｔｕｄｉｏ tete 代表 ／ ワークショップデザイナー 

㈱青い森地域総合研究所 営業企画部長 

5 
理 事 

密漁防止研究分科会 会長 
今   進 川内町漁業協同組合 代表理事組合長 

6 理 事 門前 孝治 株式会社エクラン一級建築士事務所 代表取締役 

7 
理 事 

農業推進研究分科会 副会長 
葛西 徹哉 

株式会社葛西商事 常務取締役 

株式会社かさい農場 代表取締役 

8 理 事 野﨑 信行 
大間町議会議員 

北通産業開発株式会社 代表取締役 

9 
理 事 

農業推進研究分科会 事務局長 
佐藤 清香 農園キヨキヨ 代表 

10 
理 事 

JDUI TV放送局 局長 
伊藤 真也 Arte株式会社 代表取締役 

11 
理 事 

警備及び装備品等活用研究分科会 会長 
中山 照章 株式会社MJC 代表取締役 

12 
理 事 

警備及び装備品等活用研究分科会 副会長 
羽賀 繁男 株式会社CRUCH代表取締役 

13 理 事 水尻 孝太 株式会社スカイロボット 営業担当 

14 監 事 葛西 一美 

全国社会保険労務士会 副会長 

青森県社会保険労務士会 会長 

かさい社会保険労務士事務所 所長・社会保険労務士 

15 監 事 杉野森 一 プランニングフォレスト株式会社 代表取締役 

16 
顧 問 

農業推進研究分科会 会長 
鈴木 長一郎 ㈱すずきファーム／前中泊町議会議員 

17 
顧 問 

警備及び装備品等活用研究分科会 相談役 
銭本 信治 

有限会社さくら興業 代表取締役 

入間つばさ会 副会長・元航空自衛隊三等空佐 

18 相談役 小山内 高雄 アスアール株式会社 代表取締役 
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第四号議案 定款変更 

現行定款 変更後定款 

第４章役員 

(役員)第 19条 当法人に役員を置く。 

2. 理事 ３名以上１５名以内 

3. 監事 ２名以内 

2 理事のうち１名を代表理事、１名を専務理事とする。 

3 理事のうち若干名を副代表理事とすることができ

る。 

4 次の役員を置くことができる。ただし、理事である

ことは要しない。 

(1) 会長 １名 

(2) 顧問 若干名 

第４章役員 

(役員)第 19条 当法人に役員を置く。 

(1) 理事 ３名以上 20名以内 

(2) 監事 3名以内 

2 理事のうち１名を代表理事、１名を専務理事とする。 

3 理事のうち若干名を副代表理事とすることができる。 

4 理事のうち若干名を常務理事とすることができる。 

5 次の役員を置くことができる。ただし、理事である

ことは要しない。 

(1) 名誉会長 若干名 

(2) 会 長 １名 

(3) 副 会 長 若干名 

(4) 顧 問 若干名 

(5) 相 談 役 若干名 

第 5章 理事会 

（構成）第２８条 当法人に理事会を置く。 

２ 理事会は、全ての理事をもって構成する。 

３ 理事ではない会長並びに顧問は、必要に応じて理事

会に出席することができる。 

４ 事務局長は理事でない者が就任した場合において

も、理事会の運営や当法人事務執行状況報告等のた

め、オブザーバーとして出席義務を負う。ただし、やむ

を得ない理由がある場合は、専務理事（専務理事が事

務局長を兼ねているときは代表理事）の了承を得た上

で他の社員（法人の場合はその長あるいは使用人も含

む）あるいは当法人役職者及び事務局員に代行として

出席させることができる。 

第 5章 理事会 

（構成）第２８条 当法人に理事会を置く。 

２ 理事会は、全ての理事をもって構成する。 

３ 理事ではない名誉会長、会長、副会長並びに顧

問、相談役は、必要に応じて理事会に出席すること

ができる。 

４ 事務局長並びに事務局次長は理事でない者が就

任した場合においても、理事会の運営や当法人事務

執行状況報告等のため、オブザーバーとして出席義

務を負う。ただし、やむを得ない理由がある場合は、

専務理事及び常務理事（専務理事及び常務理事が事

務局長を兼ねているときは代表理事及び副代表理

事）の了承を得た上で他の社員（法人の場合はその

長あるいは使用人も含む）あるいは当法人役職者及

び事務局員に代行として出席させることができる。 

第 6章 事務局 

（事務局並びに事務局長の職務） 

第３６条 事務局は、社員総会並びに理事会の決議に基

づき、専務理事の指示により、当法人の事務を執行す

る。 

２ 事務局長は当法人の事務執行にあたり、事務局を統

括する。 

（事務局長の任期） 

第３７条 事務局長の任期は、理事会が選定した日より

２年間とする。ただし、後任が就任するまでは、引き続

きその職務にあたるものとする。 

（事務局長の理事との兼任） 

第３８条 事務局長は、理事がこれを兼ねることができる。 

（事務局次長） 

第３９条 事務局に事務局次長を置くことができる。た

だし、理事であることを要しない。 

第 6章 事務局 

（事務局並びに事務局長、事務局次長の職務） 

第３６条 事務局は、社員総会並びに理事会の決議に

基づき、専務理事及び常務理事の指示により、当法

人の事務を執行する。 

２ 事務局長は当法人の事務執行にあたり、事務局

を統括する。 

（事務局長の任期） 

第３７条 事務局長の任期は、理事会が選定した日よ

り２年間とする。ただし、後任が就任するまでは、引

き続きその職務にあたるものとする。 

（事務局長並びに事務局次長の理事との兼任） 

第３８条 事務局長並びに事務局次長は、理事がこれ

を兼ねることができる。 

（事務局次長） 

第３９条 事務局に事務局次長を置くことができる。

ただし、理事であることを要しない。 
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報告事項 

① 事務局体制について 

以下の人事案にて事務局体制を整備します。 

No 役職 氏名 所属派遣先 

1 事務局長 能登 正宗 株式会社青い森地域総合研究所 

2 事務局次長(総務会計担当) 小山内 美瑞子 アスアール株式会社 

3 事務局次長(地域連携担当) 石岡 有佳子 株式会社青い森地域総合研究所 

4 事務局員 豊田 梨乃 アスアール株式会社 

5 事務局員 森岡 秀伸 株式会社青い森地域総合研究所 

6 事務局員 蝦名 郁実 株式会社青い森地域総合研究所 

 

② 各分科会活動状況について 

（1） 密漁防止研究分科会 

ア. 令和２年２月２８日（金）むつ市川内町庁舎２階 会議室にて第一回分科会開催 

イ. 令和元年８月から令和２年３月３１日まで、１８回（面談）日本財団担当者と補助金申請について

調整、打合せ 

ウ. その他、分科会役員、会員、オブザーバーと面談、打合せ、報告等（合計３６回） 

（2） 農業推進研究分科会 

ア. 令和２年１月２５日（土）本部会議室にて第一回分科会開催 

イ. 令和２年２月９日（土）五所川原市相撲部屋「ちゃんこ」にて第二回分科会開催 

ウ. 令和２年２月２９日（土）青森市沖舘市民センターにて第三回分科会開催 

エ. 令和２年３月８日（日）つがる市「かさい農場」にて株式会社スカイロボットの協力を得て農業用

ドローン実演会＆ドローン体験会を開催 

オ. その他、分科会役員、会員と面談、打合せ、報告等（合計２９回） 

（3） 防災推進研究分科会 

ア. 現在、活動なし 

（4） ドローン活用分科会 

ア. 令和元年１１月２９日（金）本部会議室にて第一回分科会開催 

イ. 令和元年１２月１３日（金）あおい森珈琲にて第二回分科会開催 

ウ. 令和元年１２月２６日（水）アスアール（株）会議室にて第三回分科会開催 

エ. 令和２年１月９日（木）アスアール（株）会議室にて四回分科会開催 

オ. 令和２年２月７日（金）本部会議室にて第五回分科会開催 

カ. 令和２年３月９日（月）本部会議室にて第六回分科会開催 

キ. ドローンワークショップ、体験会、JDUIオフィシャルロゴ・キャラクターコンテストの開催 

ク. その他、分科会役員、会員と面談、打合せ、報告等（合計５８回） 

（5） 警備及び装備品等活用研究分科会 

ア. 令和２年２月１２日（水）埼玉県加須市にて第一回分科会開催 

イ. その他、分科会役員、会員と面談、打合せ、報告等（合計５回） 
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③ YouTube事業「JDUITV放送局」について 

ア. 各種関係撮影の開始 

イ. 令和２年５月１日、JDUI TV放送局を開局 

ウ. その他、撮影及び運営に関する打合せ、報告等（合計１２回） 

④ クラウドファンディング事業の状況について 

ア. 令和元年１０月１８日から令和元年１２月１０日キャンプファイヤーにて「法人支援プロジェクト」を開始

して４名の支援者、合計６０００円を集める。 

イ. 令和２年５月１日 キャンプファイヤーにて「国産ドローン開発プロジェクト」を開始して、令和２年５月

３１日現在、５７名の支援者、合計 602,000円を集めている。 

⑤ その他（新聞記事等） 

令和元年 9月 21日 東奥日報 朝刊 
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令和元年９月２５日デーリー東北 朝刊 

 

 

令和元年 10月 18日 東奥日報 
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令和元年 11月 3日 陸奥新報 

 

 

令和元年 11月 15日 朝日新聞 
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令和元年 11月 17日 デーリー東北 
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令和元年 11月 17日 東奥日報 
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令和元年 11月 17日 陸奥新報 

 

 

  



18 

 

令和 2年 2月 4日 読売新聞 
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令和 2年 3月 9日 朝日新聞 
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令和 2年 3月 10日 読売新聞 
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令和 2年 3月 19日 東奥日報 

 

 

令和 2年 3月 22日 陸奥新報 
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令和 2年 3月 22日 デーリー東北 

 

事業の活動報告 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10月 17日（木）ドローン体験会（青森市 新町キューブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11月 16日（土）一般社団法人日本ドローン活用推進機構 設立総会（青森市 プラスえん） 
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令和 2年 1⽉21⽇（火）国土交通大臣政務官 和田 政宗 参議院議員に面会(参議院議員会館) 

  

  

トイドローン体験会 

（左上：令和 2年 1月 18日（土）弘前市 ヒロロ 右上：1月 20日（月）青森市 アウガ 1階スクエア） 

（左下：2月 15日（土）黒石市 松の湯交流館 右下：2月 16日（日）青森大学内） 
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令和 2年 2月 7日(金)ドローン活用分科会(JDUI本部事務局（青い森地域総合研究所内）) 

 

 

令和 2年 2月 28日(金)密漁防止研究分科会(むつ市川内庁舎 2階多目的ホール) 

 

  

令和 2年 3月 8日（日）農業用ドローン実演会+トイドローン体験会（つがる市 かさい農場） 
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令和 2 年 3 月 21 日（土） JDUI オフィシャルロゴデザイン・キャラクターコンテスト 授賞式・記念イベント

（青森市 ねぶたの家ワ・ラッセ プラスえん） 

 

 

  

JDUI公式キャラクター「JDUIくん」（左） 

JDUI公式ロゴ（右） 


